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6.1 今後のスケジュール



6.1 阿賀野川上流部河道計画（渡場床固改築を含む）策定に向けた検討方針とスケジュール

検討会

一次設定河道の分析

河道特性分析

計画河道の二次設定・分析

河道計画検討 ・二次選定結果を踏まえた河道計画を設定

概略
検討

詳細
検討

現状
把握

実績データの
整理・分析

河川の特性把握

計画河道の
一次設定・評価

渡場床固
改築検討

計画河道
二次設定・評価

河道計画設定

阿賀野川上流部の現状

計画河道の一次設定

床固改築検討

4.河道形状の一次設定
・河道特性分析を踏まえ、準二次元不等流計算により計画高水流量（13,000m3/s）を流下可能な河道断面・平
面形状を検討
・床固地点で落差を有する河道形状、落差無しの河道形状を設定（一次設定）

1.制約条件の整理
・護岸や構造物の根入れ、地質分布から施設設計の制約となる河床高（縦断図）を整理
・堤防防護ラインや低水路河岸管理ライン、高水敷の占用状況から、低水路線形の制約条件を整理
・河川環境における保全対象の整理

2.河道特性の把握
・阿賀野川上流部の河道特性（河床変動特性、県区間から直轄区間への流入土砂量）を整理
・整理項目：縦断河道特性、土砂性状、人的掘削（砂利採取）、上流ダム貯水池における堆積土砂量・土砂性
状を想定
・各データの相互影響を整理し、現行の縦断河道形状に至る主要因を整理
【一次元河床変動解析による特性把握】
・一次元河床変動解析モデルの検証（再現性の確認）

着目点：床固直下の河床変化に着目して検証する。供給土砂量をパラメータとし、県区間からの流入土砂量
について整理

・床固が有る場合、無い場合について将来予測計算を実施、保全対象施設への影響等、床固があることによる
効果について分析

3.現況水理特性の把握
【３次元模型（移動床）による特性把握】
・移動床実験による床固の有無、河床変動による保全対象施設への影響や、水衝部の発生状況を把握
【GBVC法＋平面二次元河床変動解析モデルによる特性把握】
・河床変動解析による床固の有無、河床変動による保全対象施設への影響や、水衝部の発生状況を把握

・第1回委員会で提示

5.河道案の評価
・一次設定した河道断面を対象に一次元河床変動解析より将来的な河道の変化を予測
・ GBVC法＋平面二次元河床変動解析モデルを用いて局所的な偏流や河床変動の有無を評価
・治水、環境、施工性、経済性に関する評価項目を設定し、総合的評価により最適案を一次選定

大項目 中項目 小項目 検討内容と評価の視点

【三次元実験】
・移動床（床固有り）
・移動床（床固なし）

【令和３年３月】
第１回検討会

【令和４年８月】
第２回検討会
・最適河道の一次選定

【三次元実験】
・代表ケースの
固定床実験

【令和４年度下半期以降】
第３回検討会
・河道計画の設定

令和４年8月時点
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・一次設定河道の総合評価結果を踏まえて、渡場床固改築における設計条件を整理
・設計条件より渡場床固改築案を設定

・設定した床固改築案を反映した計画河道案を複数設定（二次設定）
・二次設定した河道断面を対象に、GBVC法＋平面二次元河床変動解析モデルにより、床固周辺の洪水流況、
河床変動状況を確認
・水理模型実験（固定床実験）より最適な減勢工諸元を検討
・治水、環境、施工性、経済性に関する評価項目を設定し、総合的評価により最適な河道計画案を選定



【河道形状の一次設定】
■検討内容
・河道特性分析を踏まえ、準二次元不等流計算により計画高水流量（13,000m3/s）を流下可能な河道断
面・平面形状を検討
・床固諸元（幅：W、H：高さ）により計画河道（掘削範囲、計画河床勾配）が異なるため、複数ケース
の河道断面を一次設定（Case1～5）
・一次設定した河道断面を対象に一次元河床変動解析より将来的な河道の変化を予測
・平面二次元解析により、偏流・局所洗掘の発生状況を予測
・治水、環境、施工性、経済性等の評価項目を設定し、総合的評価を行う

■検討結果
・総合評価により河道形状・床固諸元の最適案を一次選定する
・一次設定における最適案は1～2案程度を想定

【河道形状の二次設定】（渡場床固構造の概略検討）
■検討内容
・河道形状の一次設定結果の選定された有力案について、床固諸元の概略検討を行う
（床固構造形式、護床工延長、仮設工形状）
・床固位置（現位置、直上流）について整理する
（水理面、経済性、施工性の観点から比較検討を実施）
・構造形式については、緩傾斜構造と直壁型構造の2案について比較検討する
（水理面、経済性、施工性の観点で比較検討を実施。水理面は模型実験より確認）
・床固なし案が選定された場合は、現況床固撤去部の処理方法、撤去時の仮設工のみ検討する

■検討結果
・床固構造の概略検討結果より、有力案2案を選定して、選定案の一般図を作成する

【河道形状の二次設定・分析 】（施工・構造面の評
価）
■検討内容
・渡場床固構造の概略検討結果を踏まえて、下記の主要
な課題について詳細な検討を行い、課題を確認
①床固本体施工方法
②取付擁壁形状と施工方法
③既設魚道工の撤去方法
④仮締切等の仮設構造物

・各案の概算工事費を算定

【河道形状の二次設定】（河道計画面の評価）
■検討内容
・渡場床固構造の概略検討結果を反映して、非静水圧準
三次元解析モデル＋平面二次元河床変動解析モデルによ
り、床固周辺の洪水流況、河床変動状況を確認
・床固周辺の洪水流況の確認については完成時および施
工時のケースで検討を行う

【河道形状の二次設定 】（総合評価）
■検討内容
・上記の検討結果より、選定した有力案について、治水安全性、環境への
影響、施工性、経済性の指標より総合評価を行う

■検討結果
・総合評価により、河道形状の二次設定案の最適案を1案選定する

【渡場床固予備設計】
■検討内容
・河道形状の二次設定で選定した最適案に対して、非静水圧準三次元解析
モデルおよび水理模型実験結果を用いて予備設計を実施

令和4年8月 第2回検討会

令和4年度下半期以降 第3回検討会

相互に影響を確認
しながら実施

相互に影響を確認
しながら実施

第2回検討会までの検討事項

■概略検討結果に対する委員確認
・設定した2案について、委員確認を実施する

【模型実験による緩傾斜構造、直壁構造の水理特性確認】
・有力案1ケースについて、現況河道の三次元模型に緩傾斜
構造、直壁構造を設置し水理特性を確認
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【河道形状の二次設定】（模型実験）
■検討内容
・現況施設の固定床実験を実施し、減勢機能を把握
・現況河道で床固のみ改築した場合の影響確認（１形状）
・方針河道で改築形状の有力案２ケースについて固定床実験
を実施し、各々の最適諸元を設定（護床工範囲、減勢工）

・二次元実験により床固改築後（２形状）の設計外力を収集
・整備計画河道で床固最終案を対象に減勢機能を確認
・数値解析の裏付け、数値解析で表現困難な現象の把握

6.1 河道形状の二次設定 検討フローと評価項目



現況河道

現設

改築案①

基本方針
河道

改築案①

改築案②

整備計画
河道

最終案

• 現況施設の減勢機能の把握

方針河道の設定

床固改築有力案の設定

• 床固のみ改築した場合の影響確認

• 改築後の減勢機能の把握

• 現況施設と同等以上の減勢機能を確
保できる減勢工諸元の検討

• 護床範囲の設定

• 整備計画河道における減勢機能の
確認

二次元
実験

• 詳細設計のための外力収集

～R4.7

R4.9

R4.10

R4.11

R4.12

床固最終案の選定

改築②

改築①

R5

三次元実験と二次元実験のスケジュール（ともに固定床実験）

6.1 模型実験スケジュール
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令和４年２月

【途中報告】
１）河道特性を踏まえた検討方針の確認
２）縦横断形状の一次設定と評価項目の設定

令和４年８月

【第２回検討会】
１）縦横断形状の一次選定
２）縦横断形状の二次設定と評価項目の設定

令和４年下半期以降

【第３回検討会】
１）縦横断形状の最終設定

令和３年２月

【第１回検討会】
１）阿賀野川上流部の現状
２）検討の方向性

実績データの整理・分析
一次元河床変動解析
準三次元流況解析＋
平面二次元河床変動解析
三次元水理模型実験（移動床）

一次元河床変動解析
準三次元流況解析＋
平面二次元河床変動解析

準三次元流況解析＋
平面二次元河床変動解析
三次元水理模型実験（固定床）
二次元水理模型実験

検討会 検討手法
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6.1 今後の予定


